
文化のみち二葉館
Cultural Path Futaba Museum

情報

用途 博物館

設計者 あめりか屋[1]

施工 あめりか屋[1]

建築主 福沢桃介

管理運営 アクティオ株式会社（指定管理者）[2]

構造形式 木造一部鉄筋コンクリート造、瓦葺[3]

敷地面積 2,487.64 m² [2]

※主屋のみ

建築面積 372.52 m² [3] （建蔽率15%）

※主屋のみ

延床面積 498.72 m² [3] （容積率20%）

※主屋のみ

階数 2階[2]

開館開所 2005年（平成17年）2月8日[2]

所在地 〒461-0014

愛知県名古屋市東区橦木町3丁目23番地

座標 北緯35度10分49.4秒

東経136度55分7.2秒

(https://tools.wmflabs.org/geohack/geohack.php?

language=ja&pagename=%E6%96%87%E5%8C%96%E3%81%

AE%E3%81%BF%E3%81%A1%E4%BA%8C%E8%91%89%

E9%A4%

A8&params=35_10_49.4_N_136_55_7.2_E_scale:2000_region:JP-

23_type:landmark)

文化財指定 国の登録有形文化財

文化のみち二葉館

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』

文化のみち二葉館（ぶんかの
みちふたばかん）は、愛知県
名古屋市東区にある展示施
設。
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概要

「電力王」と呼ばれた実業家
福澤桃介と日本の女優第1号
である川上貞奴が、1920年
（大正9年）から1926年（大正
15年）までの6年間を共に暮ら
した旧邸宅である。

桃介が貞奴と居住するために
住宅専門会社「あめりか屋」に
依頼し建設されたもので、当
時あった場所が東二葉町
（現・白壁三丁目）であったこと
や、和洋折衷建築の斬新な外
観やその豪華さから「二葉御
殿」と呼ばれていた。

しかし、桃介が隠居のため東
京へ戻ると貞奴も拠点を東京
に移し、しばらくの間は東京と
名古屋を行き来する生活を
送っていたが、1937年（昭和
12年）には貞奴によって敷地
や建物が東西に分割処分さ
れた。このうち建物の東半部
は取り壊されが、西半部は大
同製鋼（現・大同特殊鋼）の取
締役であった川崎舎恒三に売
却され増改築がなされた。

E5%8C%96%E3%81%AE%E3%81%BF%E3%81%A1%E4%BA%8C%E8%91%89%E9%A4%
A8&params=35_10_49.4_N_136_55_7.2_E_scale:2000_region:JP-23_type:landmark)
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指定日 2005年2月9日

備考 新設された書庫棟および附属施設を含まず。

その後、大同特殊鋼の所有と
なり「大同特殊鋼二葉荘」とし
て使用されていたが、2000年
（平成12年）2月に株式会社大
同ライフサービスから寄付を受けた名古屋市が現在地へ移築復元し、2005年（平成17年）2月8日に文化
のみちの拠点施設「文化のみち二葉館」として開館した。館内には川上貞奴に関する資料や坪内逍遥
や城山三郎、小谷剛など郷土ゆかりの文学資料が展示されている。また、開館翌日の2月9日には主屋

と蔵が国の登録有形文化財に登録された[4] [5]。

利用案内

◾ 開館時間 : 10：00 - 17：00
◾ 休館日 : 毎週月曜日（祝日の場合はその翌日）、年末年始
◾ 入館料 : 200円、中学生以下無料

交通アクセス

◾ 名古屋市営地下鉄桜通線「高岳駅」下車、徒歩約10分[2]。

◾ 基幹バス2号「白壁」バス停下車、徒歩約5分[2]。

◾ 名古屋市営バス「飯田町」バス停下車、徒歩約2分[2]。

◾ メーグル（なごや観光ルートバス）文化のみち二葉館下車[2]。

脚注

1. ^ a b “旧川上貞奴邸のうつりかわり (http://www.futabakan.jp/change.html)”. 文化のみち二葉館. 2015年2月7
日閲覧。

2. ^ a b c d e f g h “文化のみち二葉館(旧川上貞奴邸) (http://www.city.nagoya.jp/kurashi/category/11-2-5-2-0-0-0-
0-0-0.html)”. 名古屋市. 2015年2月7日閲覧。

3. ^ a b c “旧川上貞奴邸　復元工事 (http://dengi.orio.jp/content000038.html)”. 伝統技法研究会. 2015年2月7日
閲覧。

4. ^ 国指定文化財等データベース (http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/maindetails.asp?
register_id=101&item_id=00004558)（旧川上貞奴邸主屋）

5. ^ 国指定文化財等データベース (http://kunishitei.bunka.go.jp/bsys/maindetails.asp?
register_id=101&item_id=00004559)（旧川上貞奴邸蔵）

関連項目

◾ 文化のみち
◾ 文化のみち橦木館（旧井元為三郎邸）
◾ 文化のみち百花百草（旧岡谷惣助邸）

外部リンク

◾ 文化のみち二葉館 (http://www.futabakan.city.nagoya.jp/index.html)
◾ 文化のみち二葉館(旧川上貞奴邸) (http://www.city.nagoya.jp/kurashi/category/11-2-5-2-0-0-0-0-

0-0.html)（名古屋市HP）
◾ あいち文化財ナビ

(http://www.pref.aichi.jp/kyoiku/bunka/bunkazainavi/yukei/kenzoubutu/kunitouroku/1180-
1181.html)

◾ 愛知の公式観光ガイド AICHI NOW　文化のみち二葉館 (https://www.aichi-
now.jp/spots/detail/955/)
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「 oldid=62559729&二葉館のみち文化https://ja.wikipedia.org/w/index.php?title= 」から取得

カテゴリ: 愛知県の登録有形文化財 日本の住宅の歴史 1920年竣工の建築物 西洋館

名古屋市の博物館 名古屋市の観光地 名古屋市東区の教育 名古屋市東区の建築物

移築された建築物 文化のみち 木造建築物

◾ 最終更新 2017年1月6日 (金) 16:42 （日時は個人設定で未設定ならばUTC）。
◾ テキストはクリエイティブ・コモンズ 表示-継承ライセンスの下で利用可能です。追加の条件

が適用される場合があります。詳細は利用規約を参照してください。
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